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本稿は「ドイツにおけるイタリア簿記の発展」と題する論文の中段である。前段は本誌

（『商学論集』（西南学院大学），５２巻１号）に公表したところである。複式簿記としては，ドイ

ツに移入されることによって，イタリア簿記は，はたして発展されたか，発展されたのはど

こかについて，１５９４年に Goessens, Passchierによって出版された印刷本『イタリア人の技法

に拠る簡明な簿記』を解明して，筆者なりの卑見を披瀝することにしたい。

それでは，仕訳帳からは，どのように「元帳」に転記されるであろうか。

Goessensは表現する。「元帳には，丁数が付されねばならない。帳簿の見開き

の両面が１丁を意味する。この１丁には，取引をする項目が多いか少ないかに

相応して，二つ，三つの項目または四つの項目が記録されうる。そうすること

によって，勘定が開設される。冒頭には，常時，『年数』が記録されねばなら

ない。２本の罫線（元丁欄）の左側には，『誰それは支払うべし＝私に借りて

いる』（N.N. Sol）として『借方（債務者）』，これに対して，右側には，『誰そ

れは持つべし＝私に貸している』（N.N. Sol haben）として『貸方（債権者）』

と記録されねばならない。最初の欄には，取引番号，それから，日付，したが

って，何月何日，『借方（債務者）の科目』（Name des Debitors）または『貸

方（債権者）の科目』（Name des Creditors），商品の種類，個数の梱，目方の

ポンド，寸法のエレ，支払期限が簡単に，可能ならば，１行に記録されねばな

らない。（リューベック貨幣の）M（Mark），ß（Schilling），d（Pfennig）の

金額の前の２本の罫線（元丁欄）の間には，同様の項目（相手勘定）の借方
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（債務者）の丁数または貸方（債権者）の丁数が記録されねばならない。それ

から，（フランドル貨幣の）L（Libra），ß（Schilling），d（Pfennig）の金額

が記録されねばならない」23）と。

そこで，Goessensは表現する。たとえば，取引番号１について，仕訳帳

（頁数１）に「現金は借方。金額。 相手 資本金」22）と記録する。元帳に転記さ

れると，現金勘定（丁数１）の借方の面に記録するのは，

冒頭の欄に「現金は借方（現金は支払うべし＝私に借りている）（Cassa Sol）」，

この欄の下に「１月１日。相手資本金（Adi Pr. Ianuary. Per Capital）」24），

資本金勘定（丁数２）の貸方の面に記録するのは，

冒頭の欄に「資本金は貸方（資本金は持つべし＝私に貸している）（Capital

Sol haben）」，

この欄の下に「１月１日。相手現金（ Adi Pr. Ianuary. Per Cassa）」25）と。

さらに，取引番号２４について，仕訳帳（頁数４）に「絹織物は借方。金額。

相手 債権者Ｃ」26）と記録する。元帳に転記されると，絹織物勘定（丁数８）の

借方の面に記録するのは，

冒頭の欄に「絹織物は借方（絹織物は支払うべし＝私に借りている）（Seide

Soll）」，

この欄の下に「２月１日。相手 債権者Ｃ（Adi Pr. February. Per Johan von

Latren）」27），

――――――――――――
23）Goessens, Passchier; a. a. O., S.４６（４５）（Jornal）. 二重括弧および括弧内は筆者。
なお，「仕訳帳」に打たれた頁数を使用して，４６Seiteと表現するが，４５Seiteの誤植。
また，Goessensが例示する「元帳」では，「借方」を意味する助動詞は Sollまたは
Sollen，「貸方」を意味する助動詞＋動詞は Soll habenまたは Sollen habenとも表現さ
れる。

24）Goessens, Passchier; a. a. O., Bl.１L（Haubtbuch）. 括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，１Blattの左側の面Linkeと表現する。

25）Goessens, Passchier; a. a. O., Bl.２R（Haubtbuch）. 括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，２Blattの右側の面Rechtと表現する。

26）Goessens, Passchier; a. a. O., S.４（Jornal）.
なお，「仕訳帳」に打たれた頁数を使用して，４Seiteと表現する。

27）Goessens, Passchier; a. a. O., Bl.８L（Haubtbuch）.  括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，８Blattの左側の面Linkeと表現する。
３Blattの左側の面Linkeと表現する。
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債権者Ｃ勘定（丁数９）の貸方の面に記録するのは，

冒頭の欄に「債権者Ｃは貸方（債権者Ｃは持つべし＝私に貸している）（Johan

von Lartren Soll haben）」，

この欄の下に「２月１日。相手絹織物（Adi Pr. February. Per Seyde）」28）と。

これに対して，取引番号２７について，仕訳帳（頁数４）に「債務者Ａは借方。

金額。相手 絹織物」26）と記録する。元帳に転記されると，債務者Ａ勘定（丁数

９）の借方の面に記録するのは，

冒頭の欄に「債務者Ａは借方（債務者Ａは支払うべし＝私に借りている）

（Leonhard von dem Walde Soll）」，

この欄の下に「２月８日。相手絹織物（Adi ８ February. Per Seyde）」29），

絹織物勘定（丁数８）の貸方の面に記録するのは，

冒頭の欄に「絹織物は貸方（絹織物は持つべし＝私に貸している）（Seyde Soll

haben）」，

この欄の下に「２月８日。相手 債務者Ａ（Adi ８ February. Per Leonhard

von dem Walde）」30）と。

したがって，元帳に転記されると，「仕訳帳に先行して記録される項目」は，

帳簿の見開きの左側，借方の面に，助動詞を付して，「彼は支払うべし＝私に

借りている」，したがって，「借方」と記録される。これに対して，「仕訳帳に

後続して記録される項目」は，帳簿の見開きの右側，貸方の面に，助動詞＋動

詞を付して，「彼は持つべし＝私に貸している」，したがって，「貸方」と記録

される。実は「摘要欄」という表現は見出されないが，元帳の摘要欄には，仕

訳帳から転記されるので，帳簿の見開きの左側，借方の面に，まずは，この

「仕訳帳に先行して記録される項目」が冒頭の欄に記録される。さらに，この

欄の下からは，元帳の「日付欄」（Adi）に「日付」を記録して，元帳の摘要欄
――――――――――――
28）Goessens, Passchier; a. a. O., Bl.９R（Haubtbuch）.  括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，９Blattの右側の面Rechtと表現する。

29）Goessens, Passchier; a. a. O., Bl.９L（Haubtbuch）.  括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，９Blattの左側の面Linkeと表現する。

30）Goessens, Passchier; a. a. O., Bl.８R（Haubtbuch）.  括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，８Blattの右側の面Rechtと表現する。
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に，この「仕訳帳に後続して記録される項目」，したがって，相手勘定，この

相手勘定は「貸方」である「相手」を意味する前置詞を冠して記録される。ま

た，摘要欄の右側の「元丁欄」（Ch.）には，この相手勘定が転記された元帳の

丁数，「元丁」が記録される。

これに対して，帳簿の見開きの右側，貸方の面には，まずは，この「仕訳帳

に後続して記録される項目」が冒頭の欄に記録される。さらに，この欄の下か

らは，元帳の「日付欄」に「日付」を記録して，これまた，元帳の摘要欄に，

この「仕訳帳に先行して記録される項目」，したがって，相手勘定，この相手

勘定は「借方」である「相手」を意味する前置詞を冠して記録される。また，

摘要欄の右側の「元丁欄」には，この相手勘定が転記された元帳の丁数，「元

丁」が記録される。二重記録によって転記された勘定と勘定を照合しうるよう

にするためである。さらに，実は「金額欄」という表現は見出されないが，元

帳の金額欄にも，リューベック貨幣とフランドル貨幣を記録して，日々の取引

事象の金額，仕訳帳に記録されると同額の「金額」が記録される。

しかも，それだけではない。実は「取引番号欄」という表現は見出されない

が，元帳の左端の取引番号欄には，転記された仕訳帳に記録される「取引番号」

が記録される。転記された仕訳帳の丁数，「仕丁」が記録されるのと同様であ

る。仕訳帳と転記された元帳を照合しうるようにするためである。したがって，

「彼の仕訳帳には，Manzoniの煩雑に連続する取引番号が付される」７）と，Fugo

が表現すること自体，まさに不可解。想像するに，「仕丁」が記録されないこ

とだけで，それほど評価されることがないとしたら，的を得てはいない。

そこで，Goessensの例示する「元帳」の様式としては，取引番号欄，日付

欄，摘要欄，元丁欄，金額欄は罫線を引いて区分されるばかりか，元帳の摘要

欄には，帳簿の見開きの左側の面，冒頭の欄に「借方（債務者）の科目」，こ

れに対して，帳簿の見開きの右側の面，冒頭の欄に「貸方（債権者）の科目」

が記録される。「元帳の見出し」として記録されるにちがいない。帳簿の見開

きの中央に，「勘定科目」が記録される，まさに今日の「元帳」の様式の前段

階を彷彿とさせる。したがって，「この時代までの元帳の勘定としては，非常

に拙劣である」７）と，Fugoが表現すること自体，まさに不可解。想像するに，
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元帳の金額欄に，リューベック貨幣とフランドル貨幣の「二様の金額」が記録

されることだけで，それほど評価されることがないとしたら，これまた，的を

得てはいない。

それでは，この欄の下に「相手勘定」が記録されるのは，なぜであろうか。

Goessens自身，全く解説してはいない。想像するに，貸借平均原理が保証さ

れるように記録されるだけではなく，相手勘定が取引順に記録されるのは，こ

れまた，企業の開始時，企業の開始後の財産を管理しうるからではなかろうか。

たとえば，取引番号１について，元帳の摘要欄には，現金勘定の借方の面に，

相手勘定が記録されることによって，「現金の収入」が「資本金の発生」，した

がって，資本の増加によって生起したこと，これに対して，資本金勘定の貸方

の面に，相手勘定が記録されることによって，「資本金の発生」，したがって，

資本の増加が「現金の収入」によって生起したこと，したがって，元帳に転記

される取引事象がどのような理由で生起したかが判読される。

しかも，人名勘定の「貸借残高」はもちろん，物財勘定の「貸借残高」，た

とえば，現金残高または商品残高，はては名目勘定の「貸借残高」，Goessens

の例示する「仕訳帳」，さらに，「元帳」では，直接に損益勘定に記録されるの

で，損益勘定の「貸借残高」，したがって，「期間損益」である純利益または純

損失がスムースに計算されるだけではない。元帳の摘要欄に，相手勘定が取引

順に記録されることによって，元帳に転記される取引事象がどのような理由で

生起したかが判読されるだけではなく，この貸借残高にどのような理由で到達

したかも判読されることからは，これまた，企業の開始時，企業の開始後の財

産を管理しうるというわけである31）。図６を参照。

――――――――――――
31）参照，拙稿；「簿記の歴史・覚え書」，『商学論集』（西南学院大学），４７巻１号，２０００年
６月，４２頁。
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丁数１

元丁 取引番号１

取引番号２４

取引番号２７

１
２

８ 
９ 

９ 
８ 

現金は借方（Soll）　 金額 相手（Per）資本金　

丁数１元　帳

仕訳帳

絹織物は借方（Soll） 金額 相手（Per）債権者Ｃ

債務者Ａは借方（Soll） 金額 相手（Per）絹織物　

現金は借方（Soll）

日付。相手（Per）資本金。

取引番号１

元丁２

丁数２

日付。相手（Per） 現金。

取引番号１

資本金は借方（Soll） 資本金は貸方（Soll haben）

元丁１

丁数８

日付。相手（Per）債務者Ａ。 

取引番号２７

絹織物は借方（Soll） 絹織物は貸方（Soll haben）

元丁９

日付。相手（Per）債権者Ｃ。 

取引番号２４

元丁９

現金は借方（Soll haben）
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図６

なお，Goessensの例示する「元帳」，丁数１および丁数３２の「現金勘定」，丁

数２の「資本金勘定」，丁数８および丁数３１の「商品勘定」，丁数１４の「損益勘

定」を原文と共に表示することにする32）。図７，図８，図９および図１０を参照。

元帳　現金勘定

取引
番号

１

２６

４３

M

１１４３７

１０１

１５９３年

現金は借方。

１月１日。
相手　資本金。私は
幸運に恵まれて，
現金で商業を開始。

元丁２
２月８日。
相手　敷布団。

元丁５
２月２０日。
相手　Colnelius der 

　　　　丁数１

現金は貸方。

１月１日。
相手　敷布団。

元丁５
１月６日。
相手　Barthomeus 
von dem Zaun。

元丁６
１月８日。
相手　C a r e l l  v o n 
Pynne。 元丁６

ß

８

４

d

―

―

取引
番号

１１

１３

１５

M

７３１

４７１

７５０

ß

４

１０

―

d

―

３

―

リューベック貨幣 リューベック貨幣

丁数９ 

日付。相手（Per）絹織物。 

取引番号２４ 

債権者Ｃは借方（Soll） 債権者Ｃは貸方（Soll haben） 

元丁８ 

日付。相手（Per） 絹織物。 

取引番号２７ 

債務者Ａは借方（Soll） 債務者Ａは貸方（Soll haben） 

元丁８ 

――――――――――――
32）Goessens, Passchier; a. a. O., Bl.１/３２/２/８/３１/１４（Haubtbuch）.
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，１Blattの両側の面，３２Blattの両側の面，２
Blattの両側の面，８Blattの両側の面，３１Blattの両側の面，１４Blattの両側の面と表現する。
原文では，「金額欄」の左側に「リューベック貨幣」，右側には「フランドル貨幣」が併
記されるが，紙幅の都合上，フランドル貨幣を金額欄に記録することは省略する。



―8 ― ドイツにおけるイタリア簿記の発展（Ⅱ）

５２

５４

５７

５８

６２

６４

６７

７５

８０

８２

　

８７

１１４

１１６

２７９３

５７

１７７

１９８

１９１

１７０

１０９６５

２５１７

１２

１７１

４０６

３３７

８８

７

Deckere。
元丁１３

２月２３日。
相手　J a c o b  v o n  
dem Bomgarten。

元丁１３
２月２３日。
相手　Marten Bruw-
er。 元丁１３
２月２５日。
相手　Nicolaus von 
dem Garthen。

元丁１５
２月２６日。
相手　Gil l is  Kein-
 precht。 元丁１５
２月２８日。
相手　Henrich von 
Melane。 元丁１６
２月２８日。
相手　Gillis vertan-
gen。 元丁１６
２月２８日。
相手　白色の更紗織。
Thobias Altherの
仕切状。 元丁１２
２月２８日。
相手　損益。

元丁１４
３月１日。
相手　生綿。家長の
Peterの仕切状。

元丁１５
３月１日。
相手　敷布団。Ole-
uier de Reicheの
仕切状。 元丁１５
３月１日。
相手　C a r e l l  v o n  
Pynne。 元丁６
３月２３日。
相手　J a c o b  v o n  
dem Bomgarten。

元丁１３
３月２４日。
相手　敷布団。

元丁５

１月１３日。
相手　F r a n c i s c o  
Mangelman。

元丁８
１月２２日。
相手　Ferdinando 
Rodriges。Johan 
von der Flassche
の仕切状。 元丁８
２月１日。
相手　J o h a n  v o n  
Lartren。 元丁９
２月１０日。
相手　L e o n h a r d  
von dem Walde。

元丁９
２月１４日。
相手　H a n s  v o n  
Braunschweich。

元丁１１
２月１６日。
相手　Kißart Salte-
fall。 元丁１１
２月２２日。
相手　Ferdinando 
Rodriges。仕切状。

元丁９
２月２３日。
相手　Kißart Salte-
fall。 元丁１１
２月２８日。
相手　S e b a s t e a n  
Lanß。 元丁１６
３月１日。
相手　Ferdinando 
Rodriges。仕切状。

元丁１８
３月１日。
相手　Ferdinando 
Rodriges。仕切状。

元丁１８
３月３日。
相手　H a n s  v o n  
Braunschweich。

元丁１１
３月２日。
相手　Ferdinando 

―

１

１３

１４

１

１３

６

８

―

１４

１４

８

１２

２

―

６

―

―

―

９

―

―

―

―

―

―

６

―

２０

２１

２５

２９

３４

３７

４８

５０

７４

８５

８４

９４

９０

１４０６

１７２

６１８

３２

３７５

１１２

２

２１３７

３０００

５２５０

５６００

３４４０

１４

５

１２

１１

―

８

―

８

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
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１１６

１３７

１５４

１５５

１５８

１６４

１７０

１７３

１７６

１７７

１８０

１９２

２００

２０２

２１１

７

３１５１

１３８７

８１２２

３６１８

３７５０

１５３

２２５０

４３７５

３７５

１６３４

２７０３

１１２５

７５０

７３２

３月２４日。
相手　バレンシァ産
の刷毛。 元丁５
４月２０日。
相手　Arnoldt Sey-
mans。 元丁２２
５月２４日。
相手　Frantz Poep。

元丁１３
５月２４日。
相手　Cornelius 
Anthonil。元丁２４
５月２４日。
相手　Cornelius der 
Deckere。

元丁１３
６月１日。
相手　O l e u i e r  d e  
Schmidt。 元丁２５
６月８日。
相手　Gillis Bisan-
tzon。 元丁２６
６月８日。
相手　N i c o l a u sと
Hans Bunne。

元丁２６
６月２０日。
相手　Nicolaus ver-
tangen。 元丁１０
６月２０日。
相手　Henrich von 
Melanen。 元丁１６
６月３０日。
相手　Symon Sym-
onns。 元丁１１
７月２４日。
相手　Adrean Koeff。

元丁２０
８月８日。
相手　Hans von Sit-
tert。 元丁２９
８月１２日。
相手　Hans Dirich-
sen。 元丁２１
９月１５日。
相手　Hans von Sit-
tert。 元丁２９

Rodriges。Johan 
von der Flasschの
仕切状。 元丁８
３月８日。
相手　Romein von 
Castell。 元丁１９
３月８日。
相手　Gerhard von 
Spercum。

元丁２０
３月８日。
相手　損益。

元丁１４
３月８日。
相手　家長のPeter。
仕切状。 元丁１８
３月１５日。
相手　Kißart Salte-
fall。 元丁１１
３月１６日。
相手　Hans Dirich-
sen。 元丁２１
３月２４日。
相手　Alpfonso der 
Schwartze。

元丁２１
３月２４日。
相手　損益。

元丁１４
３月２４日。
相手　D a n i e l  v o n  
dem Walde。

元丁６
４月１０日。
相手　Bartholome-
u s  v o n  d e m  Z a -
um。 元丁６
４月２０日。
相手　Edward En-
nglischman。

元丁６
４月２４日。
相手　F r a n c i s c o  
Mangelman。

元丁８
４月３０日。
相手　D a n i e l  v o n  

８

―

８

１０

１

―

１２

―

―

―

８

１２

―

―

１０

―

―

―

３
　

５　―４　

９

―

―

―

―

―

―

―

―

―

６

９８

９９

１００

１０１

１０４

１０７

１１５

１１８

１１７

１３６

１４１

１４２

１４３

２２

５３９

２８０

９

４４５

１１２５

３５３０

９８４

５

７５０

１１６

２６７

７５０

１０

１

５

１２

５

―

８

６

３

―

―

―

―

３
　

５　―４　

―

―

７　１１―１０ 

―

―

―

―

―

―

３

―

―
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２２１

８６０

６４６３０

９月３０日。
相手　Johan Motte。

元丁３０

dem Walde。
元丁６

５月５日。
相手　Thobias Al-
ther。仕切状。

元丁１２
５月６日。
相手　Thobias Al-
ther。仕切状。

元丁１２
５月２４日。
相手　Gil l is  Kein-
precht。 元丁１５
５月２４日。
相手　C o r n e l i u s  
Anthonii。元丁２４
５月２５日。
相手　C o r n e l i u s  
Anthonii。元丁２４
６月８日。
相手　Gil l is  Kein-
precht。 元丁１５
６月２９日。
相手　Peter von der 
Linde。 元丁２７
６月３０日。
相手　Hans Elers。

元丁２７
７月４日。
相手　リスボンへ
の旅商。Nicolaus
とHans Bunneと共
同で， １―２づつ出資。

元丁２７
７月１４日。
相手　Steffen von 
dem Walde。

元丁２８
７月２０日。
相手　Jacob Elsch-
euier。 元丁２８
７月２４日。
相手　Gil l is  Kein-
precht。 元丁１５

―

１４

―

３
　

５　―４　

１４８

１５０

１５６

１５７

１６０

１７２

１７５

１７９

１８３

１８６

１９０

１９４

９５０

２４１

７７２

８１００

２２５０

９５３

２２１１

７９８

１３２０

１７２

５７９

２３７

８５３３

１０

１２

１１

―

―

７

―

―

―

―

１５

２

２

―

６

６

―

―

９

―

６

―

―

―

６

６
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＊帳簿の余白がないので，現金残高は新しい帳簿，丁数３２に振替。

 
合計
M６４６３０. ß１４. d５　

３―４.

７月２４日。
相手　Ferdinando 
Rodriges。仕切状。

元丁９
７月２４日。
相手　Ferdinando 
Rodriges。仕切状。

元丁９
７月２４日。
相手　Ferdinando 
Rodriges。仕切状。

元丁９
８月２８日。
相手　家長のPeter。
仕切状。 元丁２９
９月３０日。
相手　O l e u i e r  d e  
Reiche。仕切状。

元丁１７
９月３０日。
相手　これ自体。新
しい勘定に振替。

元丁３２

 
合計
M６４６３０. ß１４. d５　３―４.

１９５

１９６

１９７

２０７

２２０

２２０

３５２

５８５

３４３

１０２３

１００

２１８０

６４６３０

６

９

５

４

―

１１

１４

―

６

―

６

―

３　３　―１０ 

３
　

５　―４　
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取引
番号

２２５

２２７

２５５

２６７

２８１

２９１

３０１

３０３

３０５

M

２１８０

４４６

６０８３

５６５

１２９２

６１７９

４２０６

５２０２

２０９４

７２０１

３５４５１

１５９３年

現金は借方。

９月３０日。
相手　これ自体。こ
こに振替。 元丁１
９月３０日。
相手　Ferdinando 
Rodriges。仕切状。
Bunneと共同で出
資。 元丁３０
１０月２２日。
相手　C o r n e l i u s 
Anthonii。元丁２４
１０月２１日。
相手　Johan Jako-
bs。 元丁４
１０月３１日。
相手　Willem Stuen。

元丁３３
１１月１４日。
相手　U l r i c h  v o n  
Passaw。 元丁２４
１１月３０日。
相手　Ferdinando 
Sauittoris。元丁２５
１２月９日。
相手　ハンガリー産
の銅。 元丁３１
１２月１０日。
相手　Johan Schmi-
dt。 元丁３４
１２月１４日。
相手　Arnoldt Sey-
man。 元丁２２

丁数３２

現金は貸方。

１０月３日。
相手　家長のPeter。
仕切状。 元丁１８
１０月３日。
相手　J o h a n  v o n  
Lartren。 元丁９
１０月８日。
相手　F r a n c i s c o  
Mangelman。

元丁８
１０月１２日。
相手　J o h a n n e s  
Cunrardt。元丁３２
１０月２５日。
相手　Jacob Elsch-
euier。 元丁２８
１０月２５日。
相手　O l e u i e r  d e  
Reiche。仕切状。

元丁１７
１０月２５日。
相手　O l e u i e r  d e  
Reiche。仕切状。

元丁１７
１０月２８日。
相手　家長のPeter。
仕切状。 元丁１８
１１月１日。
相手　Romein von 
Castel。 元丁１９
１１月１３日。
相手　Gill iß Rein-
precht。 元丁１５
１１月１９日。
相手　N i c l a u sと
Hans Bunne。

元丁２６
１１月１９日。
相手　リスボンへの

ß

１１

９

２

―

４

１０

１３

―

１３

―

１５

d

３　
３　―１０ 

―

１　
１０―２　

―

―

―

６

―

―

―

４　
７　―５　

取引
番号

２２３

２２９

２３２

２５１

２５９

２６２

２６３

２６４

２６９

２７７

２８５

２８２

M

１２５

７５０

５６０

６０

７５０

３４

１３５８

２９

２２５０

５９３９

３３２２

ß

―

―

１０

―

―

１２

３

―

―

５

１

d

―

―

―

―

―

６

９

―

―

１　２　―４　

３

リューベック貨幣 リューベック貨幣



―15 ―ドイツにおけるイタリア簿記の発展（Ⅱ）

合計
M３５４５１. ß１５. d７４―５.

旅商。N i c l a u sと
Hans Bunneと共
同で，１―２づつ出資。

元丁２７
１１月２０日。
相手　Johan Elers。

元丁２７
１１月２８日。
相手　A d a m  v o n  
Klermundt。

元丁２０
１１月２８日。
相手　船員の衣類。

元丁３５
１２月１日。
相手　リスボンへの
旅商。N i c l a u sと
Hans Bunneと共
同で，１―２づつ出資。

元丁２７
１２月７日。
相手　Thobias Alth-
er。仕切状。

元丁３４
１２月８日。
相手　Hans Philipß 
Stamier。 元丁２５
１２月２２日。
相手　Adrian Koeff。

元丁２０
１２月３１日。
相手　損益。

元丁１４
１２月３１日。
相手　損益。

元丁１４
１２月３１日。
相手　Ａ帳簿の残高。

元丁３６

合計
M３５４５１. ß１５. d７４―５.

２８８

２９０

２８９

２９５

２９８

３００

３０６

３１２

３１３

３１７

２３０

２６６８

６９

４５１

１４０

４０

５２５４

５７９６

５５１

１２１８

３８５２

３５４５１

―

２

４

２

１０

８

９

７

７

３

８

１５

６

―

―

―

―

３

６

１　１１―４　

―

―

３　９　―
１０ 

４　７　―５　
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元帳　資本金勘定

（右頁へ続く）

取引
番号

８

９

１０

 

M

２６２

７５０

４５

１５９３年

資本金は借方。

１月１日。
相手　Peter Nicola-
uß。支払期限は
１５９２年３月２８日。

元丁３
１月１日。
相手　Berendt von 
dem Pitteの地代証
券。 元丁４
１月１日。
相手　Berendt von 
dem Pitte。支払期
限は１５９２年のキリ
スト降誕祭。

元丁４
 

丁数２

資本金は貸方。

１月１日。
相手　現金。多種の
貨幣。 元丁１
１月１日。
相手　装身具。

元丁３
１月１日。
相手　Martin Clau-
sen。支払期限は
１５９２年のキリスト
降誕祭。 元丁３
１月１日。
相手　Buggenholt
に貸与する農地ま
たは組合会館。

元丁３

ß

８

―

―

d

―

―

―

取引
番号

１

２

４

３

M

１１４３７

１２００

２２５

８２５０

ß

８

―

―

―

d

―

―

―

―

リューベック貨幣 リューベック貨幣
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図７

（左頁から続く）

３１６

３２５９７

３３６５５

１２月３１日。 
相手　Ａ帳簿の残高。

元丁３６

合計
M３３６５５. ß２. d４１―５.

１月１日。
相手　Johan Jacob-
s。支払期限は１５９２
年５月１５日。

元丁４
１月１日。
相手　都市のアント
ワープの地代証券。

元丁４
１月１日。
相手　都市のアント
ワープ。 元丁４
１２月３１日。
相手　損益。同日に
利益を得ている。

元丁１４

合計
M３３６５５. ß２. d４１―５.

１０

２

１　４　―５　
１　４　―５　

５

６

７

３１５

１１３０

１５００

９０

９８２２

３３６５５

―

―

―

１0

２

―

―

―

１　４　―５　
１　４　―５　
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図８
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元帳　商品勘定

＊商品が完売されて，利益が計算される事例。

取引
番号

２４

３１４

M

１６８

１１４

１４８２

絹織物は借方。

２月１日。
相手　J o h a n  v o n  
Larten。仕入。４０
巻。８０ポンド。

元丁９
１２月３１日。
相手　損益。利益を
得ている。 元丁１４

合計　M１４８２. ß１２.

丁数８

絹織物は貸方。

２月８日。
相手　Leonard von 
dem Walde。売上。
２６巻。５２ポンド。

元丁９
２月２５日。
相手　Nicolaus von 
dem Garthen。売
上。１４巻。２８ポン
ド。 元丁１５

合計　M１４８２. ß１２.

ß

１２

―

１２

d

―

―

―

取引
番号

２７

５６

M

９６８

５１４

１４８２

ß

４

８

１２

d

―

―

―
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＊商品が完売されずに，期末棚卸によって，利益が計算される事例。
＊取引番号２７０（貸方）は，５６００ポンドの誤植。

繰越重量（３５０００ポンド）
＊繰越商品M９１２５.は，仕入原価（M１５５４９.）× ────────────，したがって，

仕入重量（５９６４０ポンド）
取得原価で計算。

取引
番号

２６８

３１４

M

１５５４９

２９８

１５８４７

　

ハンガリー産の銅
は借方。
１１月１日。
相手　Romein von 
Castel。仕入。
１１００梱。５９６４０ポ
ンド。 元丁１９
１２月３１日。
相手 損益。

元丁１４

合計　M１５８４７.

丁数３１

ハンガリー産の銅
は貸方。
１１月２日。
相手 Johannes Cu-
nradt。売上。２０船
積ポンド。１００梱。
５６０ポンド。元丁３２
１２月９日。
相手　現金。売上。
６８船積ポンド。２８５
梱。１９０４０ポンド。

元丁３２
１２月３１日。
相手　Ａ帳簿の残高。
７１５梱。３５０００ポ
ンド。　　 元丁３６

合計　M１５８４７.

ß

―

―

―

d

―

―

―

取引
番号

２７０

３０１

３１７

M

１５２０

５２０２

９１２５

１５８４７

ß

―

―

―

―

d

―

―

―

―
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図９
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元帳　損益勘定

取引
番号

１１０

１１８

２０３

２５６

２７３

２７８

２９３

３１１

３１３

３１２

３１５

M

９

５

７９

５６５

―

１１６

５７

７

１２１８

５５１

９８２２

１２４３３

１５９３年

損益は借方。

３月８日。
相手　現金。元丁１
３月３１日。
相手　現金。利息。

元丁１
８月２４日。
相手　Carel von Py-
ne。 元丁６
１０月２１日。
相手　Johan Jacobß。

元丁４
１１月６日。
相手　Adam von El-
ermundt。元丁２０
１１月１３日。
相手　Adam von El-
ermundt。元丁２０
１２月１日。
相手　Hans Bunne。

元丁２１
１２月３０日。
相手　Valentzener 
Burschet。元丁５
１２月３１日。
相手　現金。家事の
諸掛り経費。

元丁５
１２月３１日。
相手　現金。商品の
諸掛り経費。

元丁３２
１２月３１日。
相手 資本金。この
勘定の残高だけ利
益を得ている。

元丁２

丁数１４

損益は貸方。

２月２３日。
相手　Kißart Zalte-
stall。書簡での利
益。 元丁１１
２月２４日。
相手　Ferdinando 
Rodriges。Johan 
von der Flscheの
仲介。手数料。

元丁８
２月２８日。
相手　現金。贈与。

元丁１
３月２４日。
相手　Alphonso der 
Schwartze。利息。

元丁２１
４月３１日。
相手　装身具。

元丁３
５月５日。
相手　Tobias Alther。
手数料。 元丁１２
７月２４日。
相手　Ferdinando 
Rodriges。利息。

元丁９
８月２８日。
相手　Alphonso der 
Schwartze。利息。

元丁２１
１０月３日。
相手　J o h a n  v o n  
Larten。利息。

元丁９
１０月３日。
相手　Gerard von 
Spercum。利息。

元丁２０

ß

１２

３

１４

―

４

５

１１

８

３

７

１０

１５

d

７　１１―１０ 

―

―

―

８

６

―

―

―

―

１　４　―５　
９　５　―１０ 

取引
番号

５０

５５

７５

１０５

１４４

１４７

１９８

２０８

２２９

２２８

M

１１２

１８

１２

４５

１８

４２６

６９２

５３

３０

２６

ß

８

１２

―

―

１２

３

３

４

―

４

d

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

リューベック貨幣 リューベック貨幣
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１０月８日。
相手　Danie l  von  
dem Walde。手形
交換での利益。

元丁６
１０月１０日。
相手　Adam von El-
ermundt。手形交
換での利益。

元丁２０
１０月１０日。
相手　Adam von El-
ermundt。利益。

元丁２０
１０月１０日。
相手　Adam von El-
ermundt。元丁２０
１０月２３日。
相手　O l e u i e r  d e  
Reiche。手数料。

元丁１７
１０月２５日。
相手　装身具。金製
の指輪。 元丁３
１１月６日。
相手　Hans Bunne。
手形交換での利益。

元丁２１
１１月３日。
相手　Ferdinando 
Rodrigeß。Johan 
von der Flassche
の仲介。 元丁８
１１月８日。
相手　Johan Wels-
ser。贈与。元丁２５
１１月１０日。
相手　フランクフル
トへの旅商。Joh-
an Welsserと共同
で，１―２づつ出資。
利益。 元丁２９
１１月１９日。
相手　装身具。金製
の鎖。 元丁３

２３１

２４４

２４６

２４７

２５８

２６１

２７２

２７１

２７４

２７５

２８６

５６

８３

４２

４４

７６

９

１２０

１４３

２００

１００４

２１０

７

５

８

７

２

６

２

１３

―

―

―

―

１　１１―２　

４

―

６

―

―

１　８　―４　

―

１　５　―２　

―
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１１月１９日。
相手　リスボンへの
旅商。Nicolaus Bu-
nneと共同で，１―２づ
つ出資。

元丁２７
１１月１９日。
相手　胡椒。Nico-
laus Bunneと共同
で，１―２づつ出資。

元丁３１
１２月１日。
相手　Arnoldt Sey-
man。手形交換で
の利益。 元丁２２
１２月７日。
相手　Thobias Alth-
er。手数料。元丁３４
１２月３１日。
相手　敷布団。手数
料。 元丁５
１２月３１日。
相手　バレンシァ産
の刷毛。 元丁５
１２月３１日。
相手　天鷲絨。

元丁５
１２月３１日。
相手　フローレンス
産の綾織物。

元丁７
１２月３１日。
相手　絹織物。

元丁８
１２月３１日。
相手　ブラウンシュ
ヴァイク産の毛織
物。 元丁１８
１２月３１日。
相手　フランクフル
トでの復活祭の定
期市への旅商。

元丁１９
１２月３１日。
相手　ルンドラへの
旅商。 元丁２９

２８３

２８４

２９２

２９９

３１４

３１４

３１４

３１４

３１４

３１４

３１４

３１４

９１７

２４０４

２６９

２０３

３７７

７６

２４０

１６０

１１４

５６８

９８６

１５３

１４

３

１４

１５

１５

―

―

４

―

９

７

１１

３

―

―

９

―

６

―

―

―

６

６

２　２　―５
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合計
M１２４３３. ß１５. d５　９―１０. 

１２月３１日。
相手　フランクフル
トでの収穫祭の定
期市への旅商。

元丁３０
１２月３１日。
相手　ハンガリー産
の銅。 元丁３１
１２月３１日
相手　ライプツィヒ
への旅商。 元丁３３
１２月３１日。
相手　Kyßler Stam-
math。 元丁１７
１２月３１日。
相手　ジェノヴァ産
の木綿。 元丁１７

合計
M１２４３３. ß１５. d５　９―１０.

３１４

３１４

３１４

３１４

３１４

１０６２

２９８

９７３

１３１

７０

１２４３３

２

―

９

１３

５

１５

５　

１　１０―２　

―

―

―

―

９　５　―１０ 
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図１０
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ところで，Goessensの例示する取引事象には，通常の商品売買に加えて，

特殊な売買取引，個人出資としては，「ルンドラへの旅商」（Viagio de Lundra）

（丁数２９），「フランクフルトへの旅商」（Viagio de Frankfurt）（丁数３０）と

「ライプツィヒへの旅商」（Viagio de Leipzig）（丁数３３），共同出資としては，

「リスボンへの旅商」（Viagio de Lissbona）（丁数２７）と「フランクフルトへの

旅商」（丁数２９）が記録される。「旅商勘定」が開設されるのである。

すでに，１５世紀の末葉，１４９２年に新大陸の発見，１４９８年に東インド航路の発

見によって，「大航海時代」が到来。１６世紀には，商業の中心が地中海から大

西洋に移行するにつれて，ジブラルタルからハンブルクまでの大西洋沿岸に勃

興する商業都市。Goessensによってこの印刷本が出版されたのも，ドイツの

港湾都市，この商業都市のハンブルクである。交易ルートが変化することによ

って，交易商品も変化する。もちろん，交易形態も変化する。まさに「商業革

命」に見舞われるのである33）。したがって，船団を組んで，海路，商業取引に
――――――――――――
33）１６世紀には，商業の中心が地中海から大西洋に移行するにつれて，まさに「商業革命」
に見舞われた事実は以下の文章からも想像しうる。「１６世紀にはヨーロッパの農業と工
業に大きな変化がみられた。しかし，最大の成長を経験した経済活動の部門は」「商業
であった。それ以前にヨーロッパに存在した貴金属ストックの全体量よりも多量の貴金
属が，１５００年から１６５０年までの１５０年間に，アメリカ大陸からスペインとポルトガルに
流入したこと，さらにその多くがイベリア半島から他のヨーロッパ諸国への財貨の支払
いのために流出していったことを考えれば，この時期のヨーロッパの商業がいかに活況
を呈していたかをある程度は想像できよう。
最も顕著な発展をみせたのは，ジブラルタルからハンブルクまでの大西洋沿岸だった。
この新しい状況のもとで，カディス，リスボン，ボルドー，ルーアン，アントワープ，
アムステルダム，ブリストル，ロンドンなどの諸都市が飛躍的な成長を遂げた。テージ
ョ川にのぞむリスボンの港は，その繁栄の絶頂期である１５４０年代には，文字どおり船で
ふさがった。また，国際商業の中心地であったアントワープを通って北海に注ぐスヘル
デ川では，ピークの１５６０年代には，１日５００隻の船が上下したといわれる。この地中海
から大西洋への国際商業の中心の移動がきわめてドラマチックであったので，ヨーロッ
パ史では伝統的に『商業革命』と呼んでいる。
もちろん，他の地域の商業が突然に消滅したわけではない。商業の中心は地中海を去っ
たが，ヴェネチアの繁栄は一挙に崩れさったわけではなかった。『アドリア海の女王』
と呼ばれたこの都市は，その後も銀行業を発展させ，また，アルプスを超えてドイツと
の取引を続けた。さらに，キリスト教諸国の連合艦隊がオスマン帝国軍を打ち破って，
東方勢力に対する西ヨーロッパの優位を確定した，１５７１年のレパントの海戦においても，
重要な役割を演じた。ヴェネチアの衰退は，高位の貴婦人にふさわしく，しとやかに，
ゆっくりと進行したのであり，バロセロナやジェノヴァもまたそうであった。
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乗り出す光景，また，隊商を組んで，陸路，商業取引に乗り出す光景も想起す

るなら，このような「旅商」は，もはや，特殊な商品売買ではなく，通常の商

品売買であったにちがいない。

そこで，Goessensの例示する「ルンドラへの旅商勘定」（丁数２９）34）および

「リスボンへの旅商勘定」（丁数２７）35）を簡略化して表示することにする。図１１

および図１２を参照。

図１１

旅商勘定（個人出資） 丁数２９ 

ルンドラへの旅商は借方 ルンドラへの旅商は貸方

取引番号
２０１

２５４

３０８

３１４

相手 元丁
天鵞絨（私から仕入）
M１３４８. ß８. ２８
仲立人（諸掛り経費）
M４１. ß７. d６. ３３
仲立人（諸掛り経費）
M１０. ß５. d３３―５. ３３
損益（利益）
M１５３. ß１１. d２２―５. １４

M１５５４.

日付
８/９

１０/１８

１０/２４

１２/３１

取引番号
２５２

相手 元丁
仲立人（売上）
M１５５４. ３３

M１５５４.

日付
１０/１８

――――――――――――
しかし，この１６世紀における経済の舞台の地理的変化は，２０世紀初頭に経済活動の中心
が，西ヨーロッパから北アメリカへ移動したことに比べられるほど大きいものだった。
そして，近代において西ヨーロッパが世界の政治的，文化的なリーダーシップをとるこ
とができたのは，この国際商業の構造変化がこの地域にもたらした経済的繁栄の結果で
あったといえよう」と。
竹岡敬温稿；「『価格革命』とヨーロッパの社会」，『朝日百科・世界の歴史』，第７巻，
朝日新聞社 １９９１年，B-４３８頁。

34）Vgl., Goessens, Passchier; a. a. O., Bl.２９（Haubtbuch）.
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，２９Blattの両側の面と表現する。
商業都市の「ルンドラ」がルンデン（Lunden）を意味するとしたら，ハンブルクの
北々西の都市。ルンド（Lund）を意味するとしたら，スウェーデンの南端に近いマル
メー（Malmö）の北東の都市である。

35）Vgl., Goessens, Passchier; a. a. O., Bl.２７（Haubtbuch）.
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，２７Blattの両側の面と表現する。
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図１２

したがって，「ルンドラへの旅商勘定」でも「リスボンへの旅商勘定」でも，

仲立人に商品を積送すると，自己の商品勘定から「旅商勘定」の借方の面に振

替えられる。諸掛り経費については，直接に現金を支払うか，現金を支払った

旨の「仕切状」（Rechnung）が仲立人から送付されると，「旅商勘定」の借方

の面に記録される。これに対して，商品を売上げた旨の「仕切状」が仲立人か

ら送付されると，「旅商勘定」の貸方の面に記録される。それだけではない。

海路，陸路の危険を保障するために，保険料を支払うともなると，「旅商勘定」

の借方の面に記録される。これに対して，保険金を受取るともなると，「旅商

勘定」の貸方の面に記録される。

旅商勘定（共同出資） 丁数２７ 

リスボンへの旅商は借方 リスボンへの旅商は貸方

取引番号
１８２

１８３

２２３

２２４

２８２

２８３

２８３

２９４

２９５

相手 元丁
小麦（私から仕入）
M３４４０. １９
現金（保険料）
M１７２. １
仲立人（諸掛り経費と手数料）
M６９０. ß１０. ３０
仲立人（諸掛り経費）
M１０１. ß９. ３０
現金（諸掛り経費）
M２３０. d６. ３２
損益（利益の１―２）
M９１７. ß１４. d３. １４
共同出資者（利益の１―２）
M９１７. ß１４. d３. ２６
小麦（私から仕入）
M３６０９. ß６. １９
現金（諸掛り経費）
M１４０. ß１０. ３２

M１０２２０.

日付
７/４

７/４

９/３１

９/３１

１１/１９

１１/１９

１１/１９

１２/１

１２/１

取引番号
２１２

２２２

３１７

相手 元丁
債務者（保険金）
M８６０. ３０
仲立人（売上）
M５６１０. ３０
残高
M３７５０. ３６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
M１０２２０.

日付
９/１５

９/３０

１２/３１
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そこで，Goessensは表現する。旅商が完了して，旅商勘定に，たとえば，

「商品売買益」を計算すると，ルンドラへの旅商は「個人出資」であるので，

取引番号３１４として，仕訳帳（頁数４６）に「ルンドラへの旅商は借方。金額。

相手 損益」36）と記録する。元帳に転記されると，ルンドラへの旅商勘定（丁数

２９）の借方の面に記録するのは，冒頭の欄に「ルンドラへの旅商は借方（ルン

ドラへの旅商は支払うべし＝私に借りている）（Viagio de Lundra Soll）」と記

録されるので，

この欄の下に「１２月３１日。相手 損益。利益を得ている（Adi Ult. Decemb. Per

Gewin vnd Verlust / gewunnen）」37），

損益勘定（丁数１４）の貸方の面に記録するのは，冒頭の欄に「損益は貸方（損

益は持つべし＝私に貸している）（Gewin vnd Verlust Soll haben）」と記録さ

れるので，

この欄の下に「１２月３１日。相手 ルンドラへの旅商（Adi Ul. Decemb. Per

Viagio de Lundra）」38）と。

ところが，リスボンへの旅商は「共同出資」であるので，取引番号２８３として，

仕訳帳（頁数３９）に「リスボンへの旅商は借方。金額。相手 共同出資者。彼ら

の利益は１―２」
39），さらに，この下の行に「相手 損益。私の利益は１―２」

39）と記録

する。元帳に転記されると，リスボンへの旅商勘定（丁数２７）の借方の面に記

録するのは，冒頭の欄に「リスボンへの旅商は借方（リスボンへの旅商は支払

うべし＝私に借りている）（Viagio de Lissebona soll）」と記録されるので，

この欄の下に「１１月１９日。相手損益。私の利益は１―２」（Adi１９Novemb. Per

Gewin vnd Verlust / Meinen halben Gewin.）」40），さらに，
――――――――――――
36）Goessens, Passchier; a. a. O., S.４６（４５）（Jornal）.

なお，「仕訳帳」に打たれた頁数を使用して，４６Seiteと表現するが，４５Seiteの誤植。
37）Goessens, Passchier; a. a. O., Bl.２９L（Haubtbuch）.  括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，２９Blattの左側の面Linkeと表現する。

38）Goessens, Passchier; a. a. O., Bl.１４R（Haubtbuch）.  括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，１４Blattの右側の面Rechteと表現する。

39）Goessens, Passchier; a. a. O., S.３９（Jornal）.
なお，「仕訳帳」に打たれた頁数を使用して，３９Seiteと表現する。

40）Goessens, Passchier; a. a. O., Bl.２７L（Haubtbuch）.  括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，２７Blattの左側の面Linkeと表現する。
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この欄の下に「同月同日。相手共同出資者。彼らの利益は１―２（Adi -.-. Per

Nicolaus vnd Hans Bunne / ihren halben Gewin）」40），

損益勘定（丁数１４）の貸方の面に記録するのは，冒頭の欄に「損益は貸方（損

益は持つべし＝私に貸している）」と記録されるので，

この欄の下に「１１月１９日。相手リスボンへの旅商（Adi１９Novemb. Per Viagio

de Lissebona）」38），さらに，

共同出資者勘定（丁数２６）の貸方の面に記録するのは，冒頭の欄に「共同出資

者は貸方（共同出資者は持つべし＝私に貸している）（Nicolaus und Hans

Bunne Sollen haben）」と記録されるので，

この欄の下に「１１月１９日。相手リスボンへの旅商（Adi１９Novemb. Per Viagio

de  Lissebona）」41）と。

なお，「リスボンへの旅商」について，Goessensの例示する「仕訳帳」と

「元帳」を原文と共に表示することにする42）。図１３および図１４を参照。

仕訳帳

元
丁 
 
 
２７ 
― 
１９
 
 
 
 
 

M ß d
　頁数２４

７月１４日

取引番号１８２
リスボンへの旅商は借方。M３４４０. 相手 ホルスタイン
産の小麦。旅商は，NicolausとHans Bunneと共同で，
１―２づつ出資。私の勘定に記録される小麦。神の名の下に，
リスボンへ向けて，４０ラストの小麦を４隻の船に積込
んだ。仲立人は私の主人，Ferdinando Rodriges。小
麦を売上げるのは，共同で，１―２づつ出資される商会。
神は愛を持って，リスボンへの旅商に小麦を授け賜う。

――――――――――――
41）Goessens, Passchier; a. a. O., Bl.２６R（Haubtbuch）. 括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，２６Blattの右側の面Rechteと表現する。

42）Goessens, Passchier; a. a. O., S.２４/２８/３０/３９/４１（Jornal）/ Bl.２７（Haubtbuch）.
なお，「仕訳帳」に打たれた頁数を使用して，２４Seite，２８Seite，３０Seite，３９Seite，４１
Seite，「元帳」に打たれた丁数を使用して，２７Blattの両側の面と表現する。
原文では，「金額欄」の左側に「リューベック貨幣」，右側には「フランドル貨幣」が併
記されるが，紙幅の都合上，フランドル貨幣を金額欄に記録することは省略する。
また，原文では，両者の貨幣が「摘要欄」にも併記されるが，紙幅の都合上，フランド
ル貨幣を摘要欄に記録することは省略する。



―35 ―ドイツにおけるイタリア簿記の発展（Ⅱ）

＊NicolausとHans Bunneの出資は，取引番号１７３によると，M２２５０.（元丁２６）。

元
丁

３０
―
２７

M
 
 
 
 
 
 

８６０ 

ß

―

d

―

　頁数２８
９月１５日

取引番号２１２
Johan Motteは借方。M８６０. 相手 リスボンへの旅商。旅
商は，NicolausとHans Bunneと共同で，１―２づつ出資。
１０ラストの小麦を積込んだ１隻の船，船長Peter  
Krauseの船が沈没した。Johan Motteにかけた保険は，
１０ラストの小麦。船荷４３ターレル。

 
 
 
 
 
 
 
２７ 
― 
１ 

３４４０ 
 
 
 
 
 

１７2

―

― 

―

― 

船長David Lombeckeの船に， １０ラスト
船長Daniel Brandtの船に， １０ラスト
船長Jan Winnepfenningtの船に，１０ラスト
船長Peter Krauseの船に， １０ラスト

計　４０ラストの取得原価。
 
取引番号１８３
リスボンへの旅商は借方。M１７２. 相手 現金。共同で，
１―２づつ出資された商会のために，リスボンへ向けて４
隻の船に積込んだ４０ラストの小麦に保険をかけた。保
険料は５パーセント。Johan Mottenに支払った。
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元
丁

３０
―
２７

２７
―
３０

２７
―
３０ 

M

５６１０ 
 
 
 
 
 
 
 

６９０ 
 
 
 
 
 
 

１０１ 

ß

― 
 
 
 
 
 
 
 

１０ 
 
 
 
 
 
 
９ 

d

― 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 

― 

　頁数３０
　　神に感謝 　１５９３年９月３１日

取引番号２２２
Ferdinando Rodrigesは借方。M５６１０. 相手 リスボンへ
の旅商。旅商は，NicolausとHans Bunneと共同で，１―２
づつ出資。Fedinando Rodrigesは，商会のために，３０
ラストの小麦を現金，リスボン貨幣の８９７６００Reß. で
売上げた。リスボンのアルケイル。３７０トンは１ラスト。
単価８８Reß，１０２００アルケイル。リュベック貨幣では，
１０００Reß. に対してM６. ß４.。

取引番号２２３
リスボンへの旅商は借方。M６９０.ß１０. 相手 Ferdinando 
Rodriges。旅商は，NicolausとHans Bunneと共同で，
１―２づつ出資。Ferdinando Rodrigesは，３０ラストの小
麦を売上げると同時に，３０袋の胡椒を仕入れて積送す
るのに必要とした諸掛り経費と手数料を計算した。仕
切状によると，リスボン貨幣の１１０５００Reß.。

取引番号２２４
リスボンへの旅商は借方。M１０１. ß９. 相手 Ferdinando 
Rodriges。私に船で積送した３０袋の胡椒の諸掛り経費。
仕切状によると，リスボン貨幣の１１０５００Reß.。リュ
ベック貨幣では，１０００Reß.に対してM６. ß４.。Ferdi-
nando Rodrigesが支払ったのはハンブルク。

リューベック貨幣
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元
丁

２７
―
３２ 

２７
―
１６

 
２７
―
１４ 

M

２３0 
 
 
 
 
 
 
 

１８３５ 

ß

― 
 
 
 
 
 
 
 

１２ 

d

６ 
 
 
 
 
 
 
 
６ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頁数３９
１１月１９日

取引番号２８２
リスボンへの旅商は借方。M２３０. d６. 相手 現金。旅商
は，NicolausとHans Bunneと共同で，１―２づつ出資。私
は，船で発送した４０ラストの小麦と，受取った３０袋の
胡椒の諸掛り経費をハンブルクで支払った。仕切状は
諸掛り経費帳の丁数１０に記録。

取引番号２８３
リスボンへの旅商は借方。M１８３５. ß１２. d６. 
相手 NicolausとHans Brunne。４０ラストの小麦を売上
げて得られた利益の内，彼らの利益は１―２。M９１７. ß１４.  
d３. 
相手　損益。私の利益は１―２。M９１７. ß１４. d３.

計
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図１３

元
丁

２７
―
１９ 

 
 
 
 
 
 
 
２７
―
３２ 

M

 
 
 

３６０９ 
 
 
 
 

１４０ 

ß

 
 
 
６ 
 
 
 
 

１0

d

 
 
 

― 
 
 
 
 

― 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頁数４１
１２月１日

取引番号２９４
リスボンへの旅商は借方。M３６０９. ß６. 相手 ホルス
タイン産の小麦。旅商は，NicolausとHans Bunneと
共同で，１―２づつ出資。神の名の下に，船長Fyte Boom 
erの船で，３５ラストの小麦を積送した。私の勘定に記
録される小麦。仲立人は私の主人，Ferdinando Rodri-
ges。神は愛を持って，リスボンへの旅商に小麦を授
け賜う。船荷１７５０ターレル，リューベック貨幣の単価
ß３３.。　　　　　　　　　計　３５ラストの取得原価。

取引番号２９５
リスボンへの旅商は借方。M１４０. ß１０. 相手 現金。船で
積送した３５０ラストの小麦の諸掛り経費を支払った。
仕切状は諸掛り経費帳の丁数１１に記録。
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元帳　リスボンへの旅商勘定

取引
番号

１８２

１８３

２２３

２２４

２８２

２８３

２８3

M

３４４０

１７２

６９０

１０１

２３０

９１７

９１７

リスボンへの旅商
は借方。
N i c o l a u sとH a n s  
Bunneと共同で，１―２
づつ出資。

７月４日。
相手　ホルスタイン
産の小麦。仲立人
はFerdinado Rod-
rigeß。 元丁１９
７月４日。
相手　現金。４０ラス
トの小麦に保険。

元丁１
９月３０日。
相手　Ferdin. Rod-
rigeß。リスボンで，
４０ラストの小麦の
諸掛り経費。

元丁３０
９月３０日。
相手　Ferdin. Rod-
rigeß。リスボンに
積送する３０袋の胡
椒の諸掛り経費。

元丁３０
１１月１９日。
相手　現金。ハンブ
ルクで，４０ラスト
の小麦の諸掛り経
費。 元丁３２
１１月１９日。
相手　損益。４０ラス
トの小麦について，
私の利益は１―２。

元丁１４
１１月１９日。
相手　Nico lausと
Hans Bunne。彼ら
の利益は１―２。

元丁２６

丁数２７

リスボンへの旅商
は貸方。
N i c o l a u sとH a n s  
Bunneと共同で，１―２
づつ出資。

９月１５日。
相手　Johan Motte。
１０ラストの小麦を
積込んだ船長Peter 
Krauseの船が沈没。

元丁３０
９月３０日。
相手　F e r d i n a d o  
Rodrigeß。３０ラス
トの小麦の売上。

元丁３０
１２月３１日。
相手　Ａ帳簿の残高。

元丁３６

ß

―

―

１0

９

―

１４

１４

d

―

―

―

―

６

３

３

取引
番号

２１２

２２２

３１７

M

８６０

５６１０

３７５０

１０２２０

ß

―

―

―

―

d

―

―

―

―
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２９４

２９５
３６０９

１４０

１０２２０

１２月１日。
相手　ホルスタイン
産の小麦。３５ラス
ト。リスボンに積
送。 元丁１９
１２月１日。
相手　現金。３５ラス
トの小麦の諸掛り
経費。 元丁３２

合計 M１０２２０. 合計 M１０２２０.

６

１０

―

―

―

―
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図１４

本研究は平成１７年度・科学研究費補助金（基盤研究（C））交付による成果の一部である。


